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９章 基礎工 

９．１ 基礎・裏込砕石工 

 

 １．適用 

 無筋構造物、鉄筋構造物、小型構造物の基礎・裏込砕石工に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

 基礎砕石の面積、裏込砕石の体積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、砕石の厚さ、砕石の種類とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

区分 
 

 
項目 

3次元 
モデル 

属性情報 

砕石の厚さ 砕石の種類 単位 数量 備考 

基 礎 砕 石 Ｂ ○ ○ m2  注)1 

裏 込 砕 石 Ａ × ○ m3   

 

3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）基礎砕石の敷均し厚は 30cm を上限とする。 
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９．２  鋼矢板工 

 

 １．適用 

 
 構造物及び護岸の基礎工事における鋼矢板工に適用する 

 

 ２．数量算出項目 

  鋼矢板工の延長、枚数、質量を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 
 区分は、工種、作業区分、施工場所、規格、矢板長、Ｎ値、継施工の有無とする。 

 

  （１）数量算出項目及び区分一覧表 

区分 
 
項目 

3 次元 
モデル 

属 性 情 報 

工種 作業区分 施工場所 規格 矢板長 Ｎ値 
継施工
の有無 

単位 
数
量 

備
考 

延 長 Ⅱ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ｍ   

枚 数 Ⅱ 枚   

質 量 Ⅱ t   

3 次元モデルによる数量算出方法は、鋼構造を参考とする 

 

  （２）規格及び矢板長区分 

        矢板の材質、型式、１枚当り長さごとに区分して算出する。 

 
 ４．数量算出方法 
   数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 
    
  （１）施工枚数は、鋼矢板の中心線の長さを１枚当りの幅で除した値とし、小数以下の端数は切上げ

て整数にまとめるものとする｡ 
    異型矢板及び継矢板は組数を算出し、施工略図を示すこと。 

 

 

 

 

 

 
 
   ◎ 鋼矢板の質量算出例 
      施工延長 Ｌ＝２３．６ｍ、 Ⅲ型 Ｈ＝１０ｍ の場合 
 
        工事数量総括表 ２３ｍ  
        積  算    ３５．４ｔ 
 
        ２３．６÷０．４＝５９ 
        ５９枚×０．０６ｔ/ｍ ×１０＝ ３５．４ｔ      
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  （２）打込み長又は圧入長が変化する場合は、分けて算出する。 
打込み長又は圧入長は１枚あたりとする。 

        なお、打込み長又は圧入長に対する最大Ｎ値を算出しておくこと。 
 

               ＜参考＞                                    

型 式 単位質量(ｋｇ/ｍ) 幅(ｍｍ) 

ＳＰ－ⅠＡ ３５．５ ４００ 

ＳＰ－Ⅱ ４８．０ 〃 

ＳＰ－Ⅲ ６０．０ 〃 

ＳＰ－Ⅳ ７６．１ 〃 

ＳＰ－ⅤＬ １０５．０ ５００ 

ＳＰ－ⅥＬ １２０．０ 〃 

ＳＰ－ⅡＷ ６１．８ ６００ 

ＳＰ－ⅢＷ ８１．６ 〃 

ＳＰ－ⅣＷ １０６．０ 〃 

ＳＰ－１０Ｈ ８６．４ ９００ 

ＳＰ－２５Ｈ １１３．０ 〃 

ＳＰ－４５Ｈ １４７．０ 〃 

ＳＰ－５０Ｈ １６７．０ 〃 
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９．３  既製杭工 

 

 １．適用 

   土木構造物の既製杭工に適用する。   

 

 ２．数量算出項目 

    既製コンクリート杭、鋼管杭、回転杭等の数量を区分ごとに算出する。   

                                                          

 （１）杭の種類‥‥‥ＰＨＣ杭、ＳＣ杭、ＳＣ＋ＰＨＣ杭、鋼管杭、Ｈ鋼杭、回転杭 

 

 ３．区分 

   区分は、構造物、杭種、杭径、杭長とする。   

 
  （１）数量算出項目および区分一覧表 
      １）既製コンクリート杭（ＰＨＣ杭、ＳＣ杭、ＳＣ＋ＰＨＣ杭）……別紙―１参照 
      ２）鋼管杭……別紙―２参照 
      ３）回転杭……別紙―２参照 

 3 次元モデルによる数量算出は、既製コンクリート杭「Ａ」、鋼管杭「Ⅰ」、回転杭「Ⅰ」 
を適用する。また、別表の内容は属性情報に付与する。 

 
 ４．数量算出方法 
    数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 
 
 （１）ＰＨＣ杭、ＳＣ杭、ＳＣ＋ＰＨＣ杭（別紙－１参照） 
   １）パイルハンマ工 
     別紙－１の数量のほか杭打込長及び掘削層の加重平均Ｎ値（別紙－３参照）を算出する。 
     また、杭打込長の最小単位は、０．５ｍを標準とする。 
 
   ２）中掘工 
     別紙－１の数量のほか掘削長及び掘削層の加重平均Ｎ値（別紙－３参照）を算出する。 
     また、掘削長の最小単位は、０．５ｍを標準とする。 
 
 （２）鋼管杭（別紙－２参照） 
   １）パイルハンマ工 
     別紙－２の数量のほか杭打込長及び掘削層の加重平均Ｎ値（別紙－３参照）を算出する。 
     また、杭打込長の最小単位は、０．５ｍを標準とする。 
                                                 

２）中掘工 
     別紙－２の数量のほか掘削長及び掘削層の加重平均Ｎ値（別紙－３参照）を算出する。 
     また、掘削長の最小単位は、０．５ｍを標準とする。 
 
 （３）回転杭（別紙－２参照） 
  
     別紙－２の数量のほか掘削長及び掘削層の加重平均Ｎ値（別紙－３参照）を算出する。 
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 別紙－１                                                                       

                                                                           

（１） 既製コンクリート杭（ＰＨＣ杭、ＳＣ杭、ＳＣ＋ＰＨＣ杭） 

       属  性  情  報 

工 種 種 別 杭 径 

杭   １   本   当   り 

杭 

総 

本 

数 

備考 

                       杭           長 
杭 頭 処 理 

上  杭 中  杭 下  杭 全 

長 
 

 
 

鉄
筋
量 

 
  

 

 

中詰 

 

 

 

  

 
中詰 

 
 
種類 

 
    

 

取壊 

   

 

 

 

PHC SC 
SC+ 

PHC 
PHC SC 

SC+ 

PHC 
PHC SC 

SC+ 

PHC 

A 種 

 m 

B 種 

 m 

C 種 

 m 

－ 

m 

－ 

m 

A 種 

 m 

B 種 

 m 

C 種 

 m 

－ 

m 

－ 

m 

A 種 

 m 

B 種 

 m 

C 種 

 m 

－ 

m 

－ 

m 

樋 門 

樋 管 

水 門 

 

排 水 

機 場 

本 体                        

胸 壁                        

翼 壁                        

水 叩                        

調 圧 

水 槽 
                       

沈 砂 池                        

橋 梁 
橋 台                        

橋 脚                        

擁 壁                         

                         

 

 3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

     注）１．継ぎ杭の場合は合わせて１本として算出する。                                                                                       

       ２．同種の杭であっても杭径、長さごとに集計する。 

       ３．杭頭鉄筋の鉄筋量は鉄筋規格・径別に集計する。 

４．橋梁については、各橋台・橋脚ごとに集計する。 

５．掘削残土については別途算出する。 

       ６．吊型枠及び砕石又は砂が必要な場合別途算出する。

ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ 
 
 

ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ 
 

ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ 
 
 

m m³ 本 m³ ㎏ 
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 別紙－２ 

 

（２）鋼管杭・回転杭 

属 性 情 報 

 

 

工 種 

 

 

 

 

種 別 

 

 

 

 

杭 

径 

 

 

 

材 

質 

 

 

  上   杭  
 

  中   杭 
 

  下   杭 
 

    計 
杭  １  本  当  り 

 

杭 

総 

本 

数 

 

 

 

備 

考 

 

端部 

補強 

ﾊﾞﾝ

ﾄﾞ 

kg 

端部 

補強 

溶接 

長 

m 

杭頭 

 

鉄筋 

 

kg 

中詰 

ｺﾝｸ 

ﾘｰﾄ 

 

m3 

中詰 

ｺﾝｸﾘ 

ｰﾄ 

種類 

 

ｽﾞﾚ止 

ﾘﾝｸﾞ 

質量 

 

kg 

ｽﾞﾚ止 

ｽﾄｯ 

ﾊﾟｰ 

 

個 

現場 

円周 

溶接 

部材 

kg 

補強 

材 

 

 

kg 

丸蓋 

 

質量 

 

kg 

つり 

 

金具 

 

kg 

鉄筋 

溶接  

長 

 

m 

ｽﾞﾚ止 

ﾘﾝｸﾞ 

溶接 

長 

m 

その 

他附 

属品 

 

kg 

板厚 

㎜ 

杭長 

m 

質量 

kg 

板厚 

㎜ 

杭長 

m 

質量 

kg 

板厚 

㎜ 

杭長 

m 

質量 

kg 

板厚 

㎜ 

杭長 

m 

質量 

kg 

樋 門 

 

樋 管 

 

水 門 

 

排 水 

機 場 

本 体 
                              

胸 壁                               

翼 壁                                

水 叩                               

調 圧 

水 槽 

                              

沈砂池                               

橋 梁 
橋 台                               

橋 脚                               

擁 壁
 

                               

 

 3 次元モデルによる数量算出方法は、鋼構造を参考とする 

 

     注）１．継ぎ杭の場合は合わせて１本として算出する。                                                                                                  

       ２．杭径、長さごとに集計する。 

       ３．端部補強材の溶接長は、杭先端に補強バンドを溶接する場合に算出する。  

       ４．現場円周補強材には、裏当てリング及びストッパーが含まれる。 

       ５．補強材には、十字、二十字、井桁の種類を記入する。 

       ６．杭頭鉄筋の鉄筋量は鉄筋規格・径別に集計する。 

       ７．鉄筋溶接長は、杭外周に補強鉄筋を溶接する場合に算出する。 

       ８．ズレ止めリングの溶接長は、ズレ止めリング上側一面の全周を算出する。 

       ９．その他附属品には、チャッキングプレート、回転防止板等の附属品を算出する。 

           １０．橋梁については、各橋台・橋脚ごとに集計する。                         

          １１．掘削残土については別途算出する。
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 別紙－３ 

  

（３）加重平均Ｎ値 

工種 種別 
杭  規  格 土 質 区 分 

備 考 

種 別 径 (㎜) 長さ(ｍ) 板厚(㎜) 本 数 土質層 No １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 計 加重平均Ｎ値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土質         －  

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ値         － 

層厚Ｌ(ｍ)          

Ｎ×Ｌ          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土質         －  

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ値         － 

層厚Ｌ(ｍ)          

Ｎ×Ｌ          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土質         －  

 

 

 

 

 

 

Ｎ値         － 

層厚Ｌ(ｍ)          

Ｎ×Ｌ          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土質         －  

 

 

 

 

 

 

Ｎ値         － 

層厚Ｌ(ｍ)          

Ｎ×Ｌ          

  

3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造および鋼構造を参考とする 

     注）板厚は鋼管杭のみ記入し、鋼管杭で板厚の異なる継杭の場合には、薄い板厚とする。 
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９．４  場所打杭工、深礎工 

 

 １．適用 

   土木構造物の場所打杭工、深礎杭工に適用する。   

 

 ２．数量算出項目 

    場所打杭、深礎杭の数量を区分ごとに算出する。   

 

 ３．区分 

   区分は、構造物、杭種、杭径、杭長とする。   

 
  （１）数量算出項目および区分一覧表 
      １）場所打杭……別紙―１参照 
      ２）深礎杭 ……別紙―２参照 
       
    3 次元モデルによる数量算出は、場所打杭「Ａ」、深礎杭「Ⅰ」を適用する。また、別表の内

容は属性情報に付与する 
 
 ４．数量算出方法 
    数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 
 
（１）全回転式オールケーシング工 

別紙－１の数量のほか下記の項目について算出する 
 

   １）土質別の掘削長 
     杭打込長の最小単位は、０．１ｍを標準とする。                          
          土質による区分は、以下の通りとする。 
 
             土質     レキ質土、粘性土、砂及び砂質土 

岩塊・玉石 
軟岩Ⅰ 
軟岩Ⅱ 
中硬岩 
硬岩Ⅰ 

 
   ２）コンクリート量 
        Ｑ＝π／４ ×Ｄ２×Ｌ 
         Ｑ：杭１本当りのコンクリート使用量‥（ｍ3/本） 
         Ｄ：設計杭径‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
         Ｌ：設計杭長‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
 
   ３）杭頭処理取壊コンクリート量 
        Ｑ＝π／４ ×Ｄ２×Ｌ 
         Ｑ：杭頭処理取壊コンクリート量‥‥‥（ｍ3/本） 
         Ｄ：設計杭径‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
         Ｌ：設計杭頭処理延長‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
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 （２）大口径ボーリングマシン工 
     別紙－１の数量のほか下記の項目について算出する。 
 

１） Ｈ形鋼を使用する場合の設計杭径はＨ形鋼の対角線長とし、鋼管を使用する場合の設計  
杭径は鋼管の外径として数量を算出する。なお、設計杭径については小数第１位以下を四 
捨五入して算出する。 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ※ 杭長＝材料長、掘削長＝打設長 
 
   ２）土質区分別掘削長（１本当り） 
     杭打設長の最小単位は、０．１ｍを標準とする。  
 

区分 
 
 
項目 

杭 種 別 土 質 区 分 

ﾓﾙﾀﾙ杭 
（H 形鋼） 

ﾓﾙﾀﾙ杭 
（鋼管） 

ｺﾝｸﾘｰﾄ杭
（鋼管） 

ﾚｷ質土・
軟岩

（Ⅰ） 

砂及び
砂質土･
粘性土 

岩塊
玉石 

軟岩
（Ⅱ） 

硬岩 

掘削長（ｍ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

   ３）杭１本当りモルタルおよびコンクリート使用量 

 
    ａ）モルタルを使用する場合 
       Ｑ＝π／４ ×Ｄ２×Ｌ 

Ｑ：モルタル使用量‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ3／本） 
        Ｄ：削孔径‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
        Ｌ：打設長‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
 
    ｂ）コンクリート（生コン）を使用する場合 
       Ｑ１ ＝π／４ ×（Ｄ１２－Ｄ２）×Ｌ 
       Ｑ２ ＝π／４ × Ｄ２×Ｌ 
        Ｑ１：モルタル使用量‥‥‥‥‥‥‥（ｍ3/本） 
        Ｑ２：中詰コンクリート使用量‥‥‥（ｍ3/本） 
        Ｄ  ：設計杭径‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
        Ｄ１：削孔径‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
        Ｌ  ：打設長‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
 
   ４）Ｈ形鋼等 

Ｈ形鋼・鋼管材料長（ｍ）を算出する。 
 

  ５）溶接回数 
   継杭の場合は、１本当たりの溶接回数（回）を算出する。 

また、鋼管の場合は鋼管板厚を算出する。 
 
 

設計杭径 
設計杭径 

Ｈ形鋼の場合 鋼管の場合 
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  （３）ダウンザホールハンマ工 
        別紙－１の数量のほか下記項目について算出する。 
  

１） Ｈ形鋼を使用する場合は、Ｈ形鋼の対角線長とし、鋼管（防護柵を含む）を使用する場合 
の設計杭径は鋼管の外径とし、数量を算出する。なお、設計杭径については小数第１位以下
を四捨五入して算出する。 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ２）土質区分別掘削長（１本当り） 
          杭打設長の最小単位は、０．１ｍを標準とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ３）モルタル杭使用における杭１本当たりモルタル使用量は以下のとおりとする。 
     Ｑ＝π／４×Ｄ１

２×ℓ 
     Ｑ  ：モルタル使用量（ｍ3／本） 
     Ｄ１：削孔径（ｍ） 
     ℓ   ：打設長（ｍ） 
 
   ４）コンクリート杭使用におけるモルタル、コンクリート（生コン）杭１本当たり使用量は 
     以下のとおりとする。 
     Ｑ１＝π／４×（Ｄ１

２－Ｄ２
２）×ℓ 

     Ｑ２＝π／４×Ｄ２
２×ℓ 

      Ｑ１：モルタル使用量（ｍ3／本） 
      Ｑ２：中詰コンクリート使用量（ｍ3／本） 
      Ｄ１：削孔径（ｍ） 
        Ｄ２：設計杭径（ｍ） 
        ℓ   ：打設長（ｍ） 
 

区 分 
 
 
項 目 

杭 種 別 

ﾓﾙﾀﾙ杭 
（H 形鋼） 

ﾓﾙﾀﾙ杭 
（鋼管） 

ｺﾝｸﾘｰﾄ杭
（鋼管） 

Ｈ形鋼杭
（土砂埋
戻し） 

鋼 管 杭
（土砂埋
戻し） 

防護柵
（ﾓﾙﾀﾙ
杭） 

掘削長（ｍ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

区 分 
 
 
 
項 目 

土 質 区 分 

砂質土 粘性土 ﾚｷ質土 軟岩 中硬岩 硬岩 
岩塊 
玉石 

掘削長（ｍ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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     ５）土砂埋戻しにおける購入土（砂）杭１本当たり使用量は以下のとおりとする。 
    Ｑ＝π／４×Ｄ１

２×ℓ 
     Ｑ  ：購入土（砂）使用量（ｍ3／本） 
     Ｄ１：削孔径（ｍ） 
     ℓ   ：打設長（ｍ） 
 
      ６）Ｈ形鋼等 
          Ｈ形鋼・鋼管・防護柵材料長（ｍ）を算出する。 
 
 （４）深礎工 
    別紙－２の数量のほか下記の項目について算出する。 
 
   １）掘削長 及び土質係数 
     杭打込長の最小単位は ０．１ｍを標準とする。 
 

土 質 

土 質 適 用 土 質 

土 粘土及び粘性土、砂及び砂質土、レキ及びレキ質土 

岩 
岩塊、玉石及びこれらが砂・砂質土・粘性土・レキ質土と混合した土、 

軟岩（Ⅰ）、（Ⅱ）、中硬岩、硬岩（Ⅰ） 

      
土質係数は掘削する土質毎の係数を加重平均して算出する。なお土質係数は、小数第２位    

を四捨五入して小数第１位とする。 
 

（α１×Ｌ１）＋（α２×Ｌ２） 
         α＝ 

Ｌ１＋Ｌ２ 

                                α１：土の土質係数（次表） 
                Ｌ１：土の掘削長（ｍ） 
                α２：岩の土質係数（次表） 
                Ｌ２：岩の掘削長（ｍ） 
 

             土質係数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

砂・砂質土 

粘性土・ﾚｷ質土 

（土） 

岩塊・玉石混じり土 

軟岩～硬岩 

（岩） 

０．５７ １．１２ 
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   ２）足場工 
          足場の種類は手摺先行型枠組足場を標準とし、掛面積は次式により算出する。 
 
         掛面積（ｍ2）＝掘削１ｍ当り掛面積（ｍ2）×掘削深（ｍ） 
 
                                  掘削１ｍ当たり掛面積        
 

杭径（ｍ） 
1.5 以上 
2.0 以下 

2.0 を超え 
2.5 以下 

2.5 を超え 
3.0 以下 

3.0 を超え 
3.5 以下 

3.5 を超え 
4.0 以下 

4.0 を超え 
4.5 以下 

掛面積（㎡） １．２ １．５ ３．６ ３．６ ５．０ ６．６ 

杭径（ｍ） 
4.5 を超え 
5.0 以下 

5.0 を超え 
5.5 以下 

5.5 を超え 
6.0 以下 

6.0 を超え 
6.5 以下 

6.5 を超え 
7.0 以下 

7.0 を超え 
7.5 以下 

掛面積（㎡） ８．２ ９．７ １１．３ １２．９ １４．４ １６．０ 

 
   ３）コンクリート及びグラウト使用数量 
      Ｖ＝π／４ ×Ｄ２×Ｌ１ 
       Ｖ ：杭１本当りのコンクリート使用数量 （ｍ3/本） 
       Ｄ ：杭径（公称径）（ｍ） 
       Ｌ１：打設長‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
        注）１．数量算出項目、区分および数量算出方法は「４章コンクリート工 ４．１  

コンクリート工」による。 
 
      Ｇ＝０．１０π（Ｄ＋０．１０）×Ｌ２ 
       Ｇ ：杭１本当りグラウト使用数量‥‥‥‥（ｍ3/本） 
       Ｄ ：杭径（公称径）（ｍ） 
       Ｌ２：杭１本当りグラウト必要長さ‥‥（ｍ） 
 
        注）１．土留材と地山の間隙をグラウトにより間詰する場合のグラウト使用数量は、          

上式を標準とするが、土質等特別な条件によりこれにより難い場合は、別途           
考慮する。また、グラウトパイプは、必要量を算出する。 

 
 （５）鉄筋工 
    鉄筋の数量は、「４章コンクリート工 ４．３．１鉄筋工」により算出する。 
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 別紙－１                                                                       

                                                                           

（１） 場所打杭 

              属 性 情 報 

 

工 種 

 

種 別 

 

杭径 

 

 

 

 

㎜ 

 

杭長 

 

 

 

 

m 

杭 １ 本 当 り 
杭
総
本
数 

 

本 

鉄 筋 
 

ｺﾝｸ 

ﾘｰﾄ 

 

㎥ 

 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

 

種類 

 

ﾓﾙﾀﾙ 
 
 
 

㎥ 

 

ﾓﾙﾀﾙ 

 

規格 

 

中詰材

規 格 

使用量 

 

H 形鋼 

規格 

単位質量 

 

鋼管 

規格 

単位質量 

 

杭頭処理 

取  壊 

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 

㎥ 

 

継材

の 

有無 D=13 

kg 

D=16 

kg 

16≦Ｄ≦25 

kg 

29≦Ｄ≦32 

kg 

D＝35 

 kg 

D＝38 

kg 

D＝41 

 kg 

D＝51 

kg 

計 

㎏ 

樋 門 

樋 管 

水 門 

 

排 水 

機 場 

本 体                      

胸 壁                      

翼 壁                      

水 叩                      

調 圧 

水 槽 
 

                    

沈 砂 池                      

橋 梁 
橋 台                      

橋 脚                      

擁 壁                       

山 留                       

地 す べ

り 抑 止 
                      

基 礎 杭 
                      

 
 3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする。 

     注）１．杭の種類に応じて必要材料の算出を行う。                                                                                       

       ２．杭頭鉄筋の鉄筋量は鉄筋規格・径別に集計する。 

       ３．橋梁については、各橋台・橋脚ごとに集計する。 

４．掘削残土については、第Ⅰ編２章土工により別途算出する。 

５．泥水については別途算出する。 
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 別紙－２ 

 

（２）深礎杭 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   3 次元モデルによる数量算出方法は、鋼構造を参考とする。 

     注）１．杭の種類に応じて必要材料の算出を行う。               

       ２．杭頭鉄筋の鉄筋量は鉄筋規格・径別に集計する。  

       ３．橋梁については、各橋台・橋脚ごとに集計する。   

       ４．掘削残土については、第Ⅰ編２章土工により別途算出する。 

       ５．杭１本当たり掘削に際し、中硬岩もしくは硬岩の掘削がある場合は、備考欄に中硬岩もしくは硬岩と明記し、泥水については別途算出する。 

       ６．掘削残土については別途算出する。 

              属 性 情 報  

 

工 種 

 

種 別 

 

杭径 

 

 

 

 

㎜ 

 

杭長 

 

 

 

 

m 

杭 １ 本 当 り 杭
総
本
数 

 

本 

鉄 筋 
 

ｺﾝｸ 

ﾘｰﾄ 

 

㎥ 

 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

 

種類 

 

グラウト 

注入量 

 

㎥ 

 

ﾗｲﾅｰ 

ﾌﾟﾚｰﾄ 

使用量 

ｍ 

 

杭頭処理 

取  壊 

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 

㎥ 

D=13 

kg 

D=16 

kg 

16≦Ｄ≦25 

kg 

29≦Ｄ≦32 

kg 

D＝35 

   kg 

D＝38 

kg 

D＝41 

   kg 

D＝51 

kg 

計 

㎏ 

樋 門 

樋 管 

水 門 

 

排 水 

機 場 

本 体                  

胸 壁                  

翼 壁                  

水 叩                  

調 圧 

水 槽 
 

                

沈 砂 池                  

橋 梁 
橋 台                  

橋 脚                  

擁 壁                   

山 留                   

地 す べ
り 抑 止 
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９．５ ニューマチックケーソン基礎工 
 

１． 適用 
 

 ニューマチックケーソン基礎工に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 
 

 刃口金物据付、沈下掘削、コンクリート、鉄筋、型枠、足場、沈下促進、中詰充填等の数 
量を算出する。 

 
（１）数量算出項目一覧表 

 
3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

    ※１）3 次元モデルによる数量算出方法は、鋼構造を参考とする 

 
３． 数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 
（１） 刃口金物据付 

質量は、「第３編（道路編） ４章鋼橋上部工 ４．１ 鋼材」を参照の上算出する。 
 

区分 
項目 

3 次元 
モデル 

属 性 情 報 

規格・仕様 単 位 数 量 適  用 

刃口金物据付 ※１ Ｉ  ｔ   

沈 下 掘 削 Ａ  ㎥   

コンクリート Ａ  ㎥   

鉄    筋 Ｂ  ｔ  

 

型    枠 Ｂ  ㎡   

足    場 Ｂ  掛㎡   

沈 下 促 進 Ａ  ｔ   

Ｈ 形 鋼 ※１ Ｉ  ｔ  撤去しない埋設支保用 

中 詰 充 填 Ａ  ｔ又は㎥   

コンタクト 
グラウト充填 

Ｂ  ｔ又は㎥  
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（２）沈下掘削 

  １）ケーソン１基の掘削量を掘削面積（ｍ2）、土質、函内作業気圧毎に下記のように区分し 

て算出する。 
 

① 掘削面積区分 

 

 

    

    

     

②土質及び函内作業気圧区分による掘削量                    (ｍ3) 
 

函内作業気圧(ＭＰａ) 

 

軟 岩 

（Ⅱ） 
軟 岩 

(Ⅰ） 

玉石混

じり砂

レキ 

レキ及

びレキ

質土 

普通土 
掘削深 

０（素掘） ３ｍ以下      

３ｍを超える      

０     を超え０.１０以下 ３ｍ以下      

３ｍを超える      

０.１０を超え０.１４以下 ３ｍ以下      

３ｍを超える      

０.１４を超え０.１８以下 ３ｍ以下      

３ｍを超える      

０.１８を超え０.２２以下 ３ｍ以下      

３ｍを超える      

０.２２を超え０.２６以下 ３ｍ以下      

３ｍを超える      

０.２６を超え０.３０以下 ３ｍ以下      

３ｍを超える      

０.３０を超え０.３４以下 ３ｍ以下      

３ｍを超える      

０.３４を超え０.３６以下 ３ｍ以下      

３ｍを超える      

０.３６を超え０.３８以下 ３ｍ以下      

３ｍを超える      

０.３８を超え０.４０以下 ３ｍ以下      

３ｍを超える      
 
注）１．掘削面積が４０ｍ2～３００ｍ2 満の場合は、下記の掘削面積区分毎に算出する。 

                               掘削面積区分                 (ｍ2) 
           

４０～６０未満 ６０～１００未満 １００～３００未満 

 
２．掘削深さが、３ｍ以下と３ｍを超える部分に分けて算出する。 

          ３．普通土とは、砂，砂質土，粘性土及び粘土をいう。 
 
 

ケーソン１基の掘削面積 工 法 

４０㎡～３００㎡未満 機械掘削 
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   ２）刃口設置のため掘削及び盛土が必要な場合は別途算出する。 

 

  （３）コンクリート及びグラウト量 

    コンクリート及びグラウトの数量は、下記の項目ごとに算出する。 

     ① ケーソン躯体コンクリート 

     ② 底スラブコンクリート 

     ③ 上スラブコンクリート 

     ④ 止水壁コンクリート 

     ⑤ 中埋コンクリート 

     ⑥ コンタクトグラウト 

 

 （４）鉄筋 

    鉄筋の数量は、「第１編（共通編）４章コンクリート工 ４．３．１ 鉄筋工」により算出 

する。 

  

 （５）型枠 

    型枠の数量は、「第１編（共通編）４章コンクリート工 ４．２ 型枠工」により算出する。 

 

 （６）足場 

    ①足場は手摺先行型枠組足場を標準とする。 

    足場設置撤去数量は，次式により算出する。 

    外側足場掛面積（ｹｰｿﾝ部）（掛ｍ2）＝初期２ロット分外周面積×1.3（掛ｍ2） 

     外側足場掛面積（ピア部）（掛ｍ2）＝１ロット分外周面積×1.3（掛ｍ2） 

                        ×ピア部足場組替え数（ピア部ロット数） 

     内側足場掛面積（掛ｍ2）＝必要ロット分外周面積×0.55（掛ｍ2） 

注）外周面積は構造物の外周延長×高さである。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
側

足
場

計
上

高
さ

 

外
側

足
場

計
上

高
さ

 

外
側

足
場

計
上

高
さ

 内
側

足
場

計
上

高
さ

 

算出対象のケーソン外周（ピア部） 

算出対象のケーソン外周（ケーソン部） 

算出対象のケーソン外周 

止水壁ケーソン ピアケーソン 

算出対象のケーソン外周 

 

外
側

足
場

計
上

高
さ
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②足場材の賃料を計上する場合，次式の通り算定することができる。 
賃料＝ L×（M1×T＋M2）×A（円） 

        L：賃料係数（1.49） 
        M1：先行据置２段手すりの 1 日当たりの賃料（円/日） 
        M2：先行据置２段手すりの基本料金（円） 
        T ：足場材の供用日数（日） 
        A ：足場の掛面積（掛 m2） 
 

１） 止水壁ケーソンの算出イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎足場掛面積の算出例                                      
・外側足場 

ケーソン外周 54ｍ、外側足場の 1 ロット目高さ５ｍ、２ロット目高さ４ｍ 
供用日Ｔ：212 日、先行据置２段手すりの 1日当たり賃料Ｍ１：7.2 円/日、先行据置２段 
手すりの基本料金Ｍ２：320 円の場合 

 
初期２ロット分外周面積＝54ｍ×（５ｍ＋４ｍ）＝486ｍ2 
外側足場掛面積＝486ｍ2×1.3≒632（掛ｍ2） 
足場材賃料＝1.49×（7.2 円/日×212 日＋320 円）×632（掛ｍ2）≒1,738,718 円 

 
・内側足場 

ケーソン外周 54ｍ、内側足場の 1 ロットあたり高さ４ｍ、必要ロット数７ 
供用日Ｔ：212 日、先行据置２段手すりの 1日当たり賃料Ｍ１：7.2 円/日、先行据置２段 
手すりの基本料金Ｍ２：320 円の場合 

内側足場は、ケーソン１基当り全内側足場掛 m2の 1/2 に全供用日数を計上･･･足場材賃料① 
全内側足場の残り 1/2 掛 m2 に全供用日数の 1/2 を計上･････････････････････足場材賃料② 

 
必要ロット分外周面積＝54ｍ×（７×４ｍ）＝1,512ｍ2 
内側足場掛面積＝1,512ｍ2×0.55≒832（掛ｍ2） 
足場材賃料①＝1.49×（7.2 円/日×212 日＋320 円）×832（掛ｍ2）÷２ 
≒1,144,472 円 
足場材賃料②＝1.49×（7.2 円/日×212 日÷２＋320 円）×832（掛ｍ2）÷２ 
≒671,411 円 
足場材賃料＝1,144,472 円＋671,411 円＝1,815,883 円 
 

※上記計算は一例であり、実際の算出は作業実態に合わせて適切に算出すること

算出対象のケーソン外周 

算出対象のケーソン外周 

内
側
足
場
計
上
高

さ
 

外
側
足
場
計
上
高
さ
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（２）ピアケーソンの算出イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎足場掛面積の算出例 
・外側足場（ケーソン部） 

ケーソン外周 54ｍ、外側足場の 1 ロット目高さ５ｍ、２ロット目高さ４ｍ 
ケーソン部の供用日Ｔ：93 日、先行据置２段手すりの 1日当たり賃料Ｍ１：7.2 円/日、 
先行据置 2段手すりの基本料金Ｍ２：320 円の場合 

 
初期２ロット分外周面積＝54ｍ×（５ｍ＋４ｍ）＝486ｍ2 
外側足場掛面積＝486ｍ2×1.3≒632（掛ｍ2） 
足場材賃料＝1.49×（7.2 円/日×93 日＋320 円）×632（掛ｍ2）≒931,887 円 

 
・外側足場（ピア部） 

ピア外周 32ｍ、外側足場の 1 ロット高さ４ｍ、ピア部足場組替え数（４ロット分）ピア 
部の供用日Ｔ：119 日、先行据置２段手すりの 1日当たり賃料Ｍ１：7.2 円/日、先行据 
置２段手すりの基本料金Ｍ２：320 円の場合 
注）ケーソン部の足場材をピア部に転用する場合は基本料金の計上は不要 

  
１ロット分外周面積＝32ｍ×４ｍ＝128ｍ2 
外側足場掛面積＝128ｍ2×1.3≒166（掛ｍ2） 
足場材賃料＝1.49×（7.2 円/日×119 日＋320 円）×166（掛ｍ2）≒291,070 円 

・内側足場 
ケーソン外周 54ｍ、内側足場の 1 ロットあたり高さ４ｍ、必要ロット数２ 
供用日Ｔ：93日、先行据置 2 段手すりの 1 日当たり賃料Ｍ１：7.2 円/日、先行 
据置 2段手すりの基本料金Ｍ２：320 円の場合 

 
内側足場は、ケーソン１基当り全内側足場掛 m2の 1/2 に全供用日数を計上･･･足場材賃料① 
全内側足場の残り 1/2 掛 m2 に全供用日数の 1/2 を計上･････････････    足場材賃料② 

 
 

内
側
足
場
計
上
高
さ

 

外
側
足
場
計
上
高
さ
 

算出対象のケーソン外周（ピア部） 

算出対象のケーソン外周（ケーソン部） 
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上
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さ
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必要ロット分外周面積＝54ｍ×（２×４ｍ）＝432ｍ2 
内側足場掛面積＝432ｍ2×0.55≒238（掛ｍ2） 
足場材賃料①＝1.49×（7.2 円/日×93 日＋320 円）×238（掛ｍ2）÷２ 
≒175,466 円 
足場材賃料②＝1.49×（7.2 円/日×93 日÷２＋320 円）×238（掛ｍ2）÷２ 
≒116,103 円 
足場材賃料＝175,466 円＋116,103 円＝291,569 円 

 
※上記計算は一例であり、実際の算出は作業実態に合わせて適切に算出すること 
 
 
 （７）沈下促進 
    載荷工法は、水荷重（ポンプによる注排水）を標準とし、水量（ｔ）を算出する。     
 
 （８）送気延長は、空気圧縮機からゲージ設備までと、ゲ－ジ設備からケーソンまでとに区分し   

て算出する。 
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９．６ 鋼管矢板基礎工 
 

 １．適用 

 鋼管矢板工の仮締切兼用方式に適用する。 
   

 

 ２．数量算出項目 

 鋼管矢板、鋼管内掘削工、鋼管内コンクリート、継手管内排土、継手管内モルタル、継手   
管内止水材、井筒内掘削土、敷砂、底盤コンクリート、導枠、井筒内支保、井筒内支保間詰    
コンクリート、コネクタ、鋼管矢板切断を算出する。 

    注）導杭、導枠については、「第１編（共通編）１１．１土留・仮締切工」によるものとする。 

 ３．区分 

 
 区分は、規格、根入れ長、土質係数とする。 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表  

区分 
 
項目 

3 次元
モデル 

属 性 情 報 

規格 根入れ長 土質係数 単位 数量 備考 

鋼 管 矢 板 Ⅱ ○ ○ ○ 本  注）１ 

鋼 管 内 掘 削 Ａ × × × ｍ³   

鋼管内コンクリー ト Ａ ○ × × ｍ³   

継 手 管 内 排 土 Ｂ × × × ｍ   

継 手 管 内 モ ル タ ル Ｂ ○ × × ｍ  注）２ 

継 手 管 内 止 水 材 Ｂ ○ × × ｍ  注）３ 

井 筒 内 掘 削 Ａ × × × ｍ³   

敷 砂 Ａ × × × ｍ³   

底 盤 コ ン ク リ ー ト Ａ ○ × × ｍ³   

導 枠 、 井 筒 内 支 保 Ⅰ ○ × × ｔ  注）５ 

井筒内支保間詰コンクリート Ａ ○ × × ｍ³  注）６ 

コネクタ（鉄筋スタッド） Ⅱ ○ × × 段   

コネクタ（プレートブラケット） Ⅱ × × × ｔ   

鋼 管 矢 板 切 断 Ⅱ ○ × × 本   
 
3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造および鋼構造を参考とする 

   注）１．鋼管矢板打込みにあたって、補強材が必要な場合は、鋼管矢板１本当りに必要な補強 
材（本）を算出する。 

     ２．継手管内モルタルは、継手１００ｍ当りモルタル使用量（ｍ３）を備考欄に記入する。 
     ３．継手管内止水材は、継手１００ｍ当り注入材使用量（ｍ３）及び止水袋使用量（ｍ） 

 を備考欄に記入する。 
４．継手はＰ－Ｐ型を標準とする。 
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５．導枠、井筒内支保（Ｈ形鋼２５０～４００）は、円弧部・直線部ごとに区分して算出 

する。なお、支保材料の規格は備考欄に明記する。 

６．井筒内支保間詰コンクリートの型枠（底板等）が必要な場合は、別途算出する。 
 
（参考）継手管内排土・継手管内モルタル・継手管内止水材 積算延長算出方法 
 
 【鋼管矢板展開図】 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
継手管延長×継手箇所数 
１０ｍ×５箇所＝５０ｍ ∴積算数量＝５０ｍ 
 
※注）２．３．のとおり、備考欄へは１００ｍ当り（継手１箇所＝パイプ２本分）の材料使用量を 
 記入する。 
 
（参考）コネクタ取付（鉄筋スタッド） 積算段数算出方法 
 
     【鋼管矢板正面図】              【側面図】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）鋼管本数２０本の場合・・・４段×２０本＝８０段 ∴積算数量＝８０段 

 

  （２）規格 

        鋼管矢板は、杭長（ｍ）・杭径（ｍｍ）・板厚（ｍｍ）ごとに区分して算出する。 

    また、継杭を行う場合は、杭１本当りの内訳長（上中下杭）を算出し継手管の板厚を明記する。 
 

  （３）根入長 

        鋼管矢板の打込み長（ｍ）ごとに区分して算出する。 
 

  （４）土質係数 

        鋼管矢板の打込層の加重平均Ｎ値ごとに区分して算出する。 

 

      打撃工法の場合  土質係数 Ｎ値  １～２０未満 
Ｎ値    ２０以上 

 

      中堀工法の場合  土質係数 

 

Ｎ値  １～２０未満 

Ｎ値 ２０～４０未満 

Ｎ値        ４０以上  

（①） ⑤ ④ ③ ② ① 

鋼 管
 

継手管
 

１０ｍ 

鋼管

４本（列）で 1 段 

鉄筋スタッド 

４段
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９．７  鋼管ソイルセメント杭工 

 

  １．適用 

  土木構造物の鋼管ソイルセメント合成杭工法に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

  鋼管ソイルセメント合成杭の数量を区分ごとに算出する。 

 

  ３．区分 

区分は、杭径、杭長、掘進長、セメント使用量、地盤係数、添加材使用量、継手箇所数と     

する。 

 

  （１）数量算出項目及び区分一覧表 

    別紙参照 

 

 ４．数量算出方法 

     数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。                                                                

 （１）掘進長 

        杭長の最小単位は、０．１ｍを標準とする。                          

        各掘進長（空堀長、固化体一般部長、固化体先端部長）ごとに加重平均Ｎ値を算出する。 

 

 （２）添加材使用量 

     杭一本当たりの添加材（ｋｇ/ｍ３）使用量を算出する。 
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 （３）鋼管ソイルセメント合成杭のモデル図 
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鋼管ソイルセメント合成杭のモデル図
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 別紙 

 

（１）鋼管ソイルセメント合成杭工法 

 

工 種 種 別 

3 
次 
元 
モ 
デ 
ル 

属  性  情  報 

杭 
径 
 
 
 

mm 

杭 
長 
 
 
 
m 

鋼 
管
杭 
径 
 

mm 

鋼
管 
杭
長 
 
m 

掘 進 長 杭 １ 本 当 た り 杭 
総 
本 
数 
 

本 

空堀長 
 
 
m 

固化体 
一般部長 

 
m 

固化体 
先端部長 

 
m 

ｾﾒﾝﾄ 
 
 
m3 

添加 
材料 

 
kg/m3 

継手 
 
 

箇所 

鋼管規格 
単位質量 

 
t/m 

 
樋 門 

 
 

樋 管 
 
 

水 門 
 
 

排 水 
機 場 

本 体 Ｂ 
            

胸 壁 Ｂ 
            

翼 壁 Ｂ 
            

水 叩 Ｂ 
            

調 圧 

水 槽 
Ｂ 

            

沈砂池 Ｂ 

            

橋 梁 
 
 
 

橋 台 Ｂ 
            

橋 脚 Ｂ 
            

擁 壁  Ｂ 
            

山 留  Ｂ 

            

地すべ
り抑止 

 Ｂ 
            

  3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする。 

  注）１．橋梁については、各橋台・橋脚ごとに集計する。 
     ２．杭頭鉄筋の鉄筋量は鉄筋規格・径別に集計する。 
     ３．掘削残土については別途算出する。 
                      
  


